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改訂作業のスケジュールと進め方

• 令和6年12月25日：大臣諮問

• 令和7年1月29日：教育課程部会において教育課程企画特別部会の設置が承認

• 令和7年1月30日：第１回教育課程企画特別部会開催 以後、現在までに11回開催

• 令和7年7月28日：教育課程部会において各学校段階や各教科等の専門部会等の設置が承認

• 令和8年度中に、中央教育審議会として「答申」取りまとめ

• 教育課程企画特別部会 → 専門部会・WG → 全体での取りまとめ という議論の進め方

※ 以下の図版資料はすべて、令和7年7月9日 第134回教育課程部会 資料１「教育課程企画特別部会における審議の状況について」より

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/mext_00013.html
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大臣諮問に示された３つの「顕在化している課題」

①主体的に学びに向かうことができていない子供の存在：多様性の公正な包摂

・・・令和答申「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」の実装

②学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば：現行学習指導要領の熟成

・・・資質・能力を基盤とした学力論、社会に開かれた教育課程

③デジタル学習基盤の効果的な活用：GIGAスクール構想のさらなる進展

• デジタル学習基盤を「駆使」して、現行学習指導要領を「熟成」し、多様性を公正に「包摂」する

• そのために、学校や地域の裁量を拡大し「余白」を生み出す
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図書館・学校図書館に関わる記述は特には見当たらない
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多様性に応じられる教育課程編成をどう支えるか
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「２階建て」による柔軟な教育課程

• 多様な個性や特性、背景を有する子どもに対応するため、「学校」と「個々の児童生徒」単位の柔軟
化を組み合わせ、言わば「２階建て」で複層的に包摂できる、柔軟な教育課程の仕組みの構築に
向かうことが重要

• 学校として編成する教育課程の柔軟化：そのための学校の裁量拡大・・・「余白」の創出

• 形式面：授業時数、単位授業時間、内容の学年配当などの弾力化、柔軟化

・・・学校教育法施行規則第51条別表第１を示しつつ、教科等ごとの時数の運用を柔軟化する

「授業時数特例校制度」の一般化：各学校の判断で生み出した時間を各学校の裁量で運用

さらに、子どもに返すだけでなく、教師に返すことも認めてはどうか

• 内容面：中核的な概念や方略など、本当に感得すべきものを明確にし、内容の構造化を進める
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各学校が編成する一つの教育課程では対応が難しい子どもの包摂

• 個々の子どもに着目した特例の新設・拡充

• 7月９日の教育課程部会で設置が承認・・・今後における具体的な議論の場

「不登校児童生徒に係る特別の教育課程WG」

「特定分野に特異な才能のある児童生徒に係る特別の教育課程WG」
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中核的な概念・方略を中心とした内容の構造化
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「内容」と「内容の取扱い」

• ４年生社会(5)：内容

(5) 県内の特色ある地域の様子について、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次の事項を身
に付けることができるよう指導する

ア 次のような知識及び技能を身に付けること

(ア) 県内の特色ある地域では、人々が協力し、特色あるまちづくりや観光などの産業の発展に努めてい
ることを理解すること

(イ) 地図帳や各種の資料で調べ、白地図などにまとめること

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること

(ア) 特色ある地域の位置や自然環境、人々の活動や産業の歴史的背景、人々の協力関係などに着
目して、地域の様子を捉え、それらの特色を考え、表現すること
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「内容」と「内容の取扱い」

• ４年生社会(5)：内容の取扱い

⑷ 内容の⑸については、次のとおり取り扱うものとする

ア 県内の特色ある地域が大まかに分かるようにするとともに、伝統的な技術を生かした地場産業が盛ん
な地域、国際交流に取り組んでいる地域及び地域の資源を保護・活用している地域を取り上げること。
その際，地域の資源を保護・活用している地域については、自然環境、伝統的な文化のいずれかを選
択して取り上げること

イ 国際交流に取り組んでいる地域を取り上げる際には、我が国や外国には国旗があることを理解し、そ
れを尊重する態度を養うよう配慮すること

• 「内容」のよりよい習得を目指して「内容の取扱い」は作成されているはず

• 法的拘束力を持つため「内容の取扱い」を網羅することが、教科書作成者や学校に求められる

• かえって「内容」の概念的意味理解が弱くなる危険性も→階層化・構造化・整理の必要性
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教科の内容系統を子どもが俯瞰・感得できる授業・カリキュラムを

• 「網羅」する学習（coverage learning）

• 個々のコンテンツをバラバラに列挙する授業

• 「思考を伴わない習得」（thoughtless mastery)

• 「看破」する学習（uncoverage learning）学習

• 個々のコンテンツを生み出し、それらを集約的に整理しうる、教科の本質＝「見方・考え方」を意識し、
統合的な意味理解を促す授業・カリキュラム

• 中核的な概念（big idea） cf. 理科における「粒子」「エネルギー」

• 教師：少なく教えて豊かに学ぶ（less is more）という原理

• 子ども：「同じことを繰り返し学んでいる」という気付き
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質の高い探究的な学びと情報活用能力の育成
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情報活用能力等の教科等横断的な資質・能力

• 現行の総則の第２「教育課程の編成」の２「教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成」の(1)

「各学校においては、児童の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、
問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特質
を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。」

• しかし、それ以上の具体は明確に示されず、十分には進んでいない
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図書館・学校図書館を巡って
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現行学習指導要領における図書館・学校図書館に関する記述
・・・小学校を例に

• 総則 第３「教育課程の実施と学習評価」

• １の（７）学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童の主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善に生かすとともに、児童の自主的、自発的な学習活動や読書活動を充実す
ること。また、地域の図書館や博物館、美術館、劇場、音楽堂等の施設の活用を積極的に図り、資料
を活用した情報の収集や鑑賞等の学習活動を充実すること。

• 国語科 第３「指導計画の作成と内容の取扱い」

• １の（６）第２の第１学年及び第２学年の内容の〔知識及び技能〕の⑶のエ、第３学年及び第４
学年、第５学年及び第６学年の内容の〔知識及び技能〕の⑶のオ及び各学年の内容の〔思考力、判
断力、表現力等〕の「Ｃ読むこと」に関する指導については、読書意欲を高め、日常生活において読書
活動を活発に行うようにするとともに、他教科等の学習における読書の指導や学校図書館における指導
との関連を考えて行うこと。

• ２の（３）第２の内容の指導に当たっては、学校図書館などを目的をもって計画的に利用しその機能
の活用を図るようにすること。その際、本などの種類や配置、探し方について指導するなど、児童が必要
な本などを選ぶことができるよう配慮すること。なお、児童が読む図書については、人間形成のため偏りが
ないよう配慮して選定すること。
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「今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の 在り方に関する有識
者検討会 最終報告」（2024年10月）

• 幼児教育においては、子供は生まれながらにして自ら学びを展開していく力を有しており、幼児は幼稚園
教諭・保育士・保育教諭等との信頼関係に基づく安心感に支えられながらその力を発揮していくという考
えの下に、幼児が自分を取り巻く環境に自らの動機・意欲をもって関わるという幼児の主体的な活動を
確保することを重視している（18～19頁）。

• 小学校以降の教育においては、現在、多様な子供一人一人が自立した学習者として学び続けていけ
るよう、「令和の日本型学校教育」の実現を目指して、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的
に充実し、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善につなげていくことが求められている。 こう
した小学校以降で進められている教育の方向性は、子供それぞれの興味・関心や一人一人の個性に
応じた多様で質の高い学びを引き出す観点から、幼児教育の 「環境を通して行う教育」の考え方とつな
がっていると考えられ、小学校においても 「環境を通して行う教育」を参考に取り入れていくことは有効で
あると考えられる（19頁）。
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「環境を通して行う教育」の小学校以上への拡張の可能性

• かつて、一部の小学校においてそうした取組が試みられた際には、その環境整備に係るイニシャルコストが
課題であったが、GIGAスクールの一人一台端末の環境整備が進んだ現在においては、子供が求める
経験や知識に自ら自由にアクセスすることが可能であるなど、いわばデジタル学習基盤とも言える環境が
整備されつつあることから、「環境を通して行う教育」の省力化と高度化が可能になっていると考えられる
（19頁）。 

• このため、小学校教育においては、多様な児童生徒の一人一人の興味・関心等に応じ、その意欲を高
めやりたいことを深められる学びの提供に向けて、新たなICT環境や先端技術も活用しつつ、 「環境を
通して行う教育」という幼児教育の基本的な考え方を取り入れた教育実践の研究・普及を行っていくこ
とが考えられる（19頁）。

• 個別最適な学びと協働的な学びの展開においては「環境を通して行う教育」が鍵になる

• デジタルや操作教材と並び、整備する学習環境の中心は図書資料・・・図書館の新たな展開可能性
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学習環境との関わりで自立的に学ぶ（６年生社会科）

奈須正裕『個別最適な学びと協働的な学び』東洋館出版社、2022年 26



教科書を時間軸から解き放ち、空間的に表現する

棒を使って

点を結んで

色板を組み合わせて

１年生：図形の構成
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展開中の単元に関わる図書資料を図書館から教室に出張させる

学年の教師と相談して、司書教諭や学校司書
が子どもたちの学習に適切な図書資料を選択
し、学習環境整備の一環として教室の周辺に
効果的に配置する
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進行中の単元に関わる図書資料コーナーを学校図書館内に設置
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学校図書館が日常的にさまざまな教科の学びの場に

個別最適な学びで使用する学習カード等の教材を供
給するコーナーも、一時的に図書館内に設置

図書館が教室になり、教室周辺が図書館になる

学校全体が図書館になる 図書館の中に学校がある
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